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３月　 ６年生　 小学校卒業！！ 

校長　牧本　佳代子 

　６年生が小学校を巣立つ３月となりました。先日は「お世話になった学校を
きれいにする」との企画で校内あちこち掃除をしていました。玄関や階段，手
洗い場やトイレ等，気持ちをこめて掃除をしている姿を見て，頼もしさと寂し
さを感じました。 
　小学校で過ごす６年間の成長は目を見張るものがあります。よく卒業の言葉
に「１年生の頃はランドセルが大きくて・・・６年生になるとランドセルが小
さくて・・・」のようなことを言われますが，ランドセル自体伸縮しません。

それだけ子供たちの体が大きくなったことの例えです。保健室から６年間の成長記録がプレゼントされ
る予定です。中には身長が４０㎝以上伸びた６年生もいます。 
　今年度最後の全校朝会では，１月11日の「21世紀を担う青少年を育むつどい」で発表した佐多来莉
杏さんと２月９日「青少年健全育成意見発表大会」で発表した東愛莉さんの作文を全校の前で発表しま

した。将来の夢や自分たちのふるさと薩摩川内市の未来図についての内容で，それに近づくために今自
分にできることを二人とも書いていました。私自身，小学校の頃の卒業文集に「小学校の先生になりた
い」と書いていました。そのために今，できることは？と考え，勉強とならず，左利きを右でも書けた
り箸が使えるようにしたりしました。また，ピアノと習字を習った記憶があります。６年生で将来につ
いて考えること，夢をもつことはとても大切なことです。その夢に近付くために今，何をしたらよいの

か何ができるのか考え，行動に移すことも大事だと思います。ただ，夢は変わっても全然かまいません。
（私見ですが，６年生で言っていた将来の夢，半分くらいの人は実現しています！） 
　卒業式は３月24日（月）です。本番に向けて練習が始まりますが，練習を重ねるごとに６年生は「卒
業」を実感していきます。６年生の顔を見るたび，いろいろな感情がわいてきます。それは保護者の皆
さまも同じだと思います。たくさんの人に支えられた６年間です。感謝の気持ちも込めてきっとすばら
しい卒業式となることでしょう。 

　２月２３日（日）に「永利スィートキッズ」の定期演奏会を鑑賞しました。
少 な い 部員 で はあ り ます が ，日 々 の練 習 を 頑張 っ てい るの がよ く分 か
ります。夕方になると校舎２階から管楽器や打楽器の音がします。いつしかBG
Mにしながら業務をしていました。  
　当日は，いつの間にこんなにたくさんの曲を練習したのだろうと思わせるく
らいあらゆるジャンルの曲が披露されました。演奏には卒業生もかけつけ，大
人 数 で の演 奏 は圧 巻 でし た 。途 中 寸劇 や 写 真の プ レゼ ンテ ーシ ョン も
あり，来場者を飽きさせることなく演出が工夫されていました。たった一人の

６ 年 生坂 下 莉子 さ ん の独 奏 もあ り ， まさ し く吹 奏 楽部 の 集 大成 とな り まし た。 ご来 場く だ
さいました皆さま，ありがとうございました。後輩たちの活躍にも期待しています。

命の授業「５つの誓い」　 ～腰塚　 勇人さんの講演から～ 
こしづか は や と

　令和６年度の１年間，本校は「人権教育」に力を入れてきました。それは，子供たち，保護者，教職
員の人権意識を高めたいという思いからでした。 
　先日，「腰塚勇人」さんの講演を聴く機会がありました。この方は，もともと中学校の保健体育の先
生でしたが，不慮の事故（首の骨を折る大事故）で体を自由に動かすことが出来なくなりました。それ
でも必死のリハビリでなんとか社会復帰できるまでに回復しましたが，麻痺は残っています。事故をき
っかけに人生も人生観も大きく変化しました。今まで当たり前と思っていたことが全然当たり前でなか

ったことに気付いたそうです。私たちが当たり前と思い過ごしている毎日が，実は特別なのかもしれま

せん。腰塚さんは全国あちこちで「命の授業」として講演活動をされています。その中で「５つの誓い」
として以下のことを伝えてくださいました。なるほど！！と思って，職員には紹介しました。みんなが

こんな気持ちで過ごしたら「やさしい世界」になると思いませんか。 
☆　口は，人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。 
☆　目は，人のよいところを見るために使おう。 
☆　耳は，人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう。 
☆　心は，人の痛みがわかるために使おう。 
☆　手足は，人を助けるために使おう。 

「命の授業」腰塚勇人オフィシャルサイト参照



  
　　　鹿児島学力学習状況調査結果 

「鹿児島学力・学習状況調査」とは，「学習指導要領において身に付けることが求められている基礎的

・基本的な知識及び技能や思考力，判断力，表現力等に関する学力の状況を把握するとともに，児童生

徒の学習に関する意識などの学習状況を把握することが目的です。」（県教委の趣旨・目的より）県内の

小学校５年生と中学１・２年生が行います。今年度「鹿児島学習定着度調査」から名称が変わり，実施

方法も紙媒体からCBT（一人一台タブレット端末で解答する方式）に変更になりました。本校では令

和７年１月に５年生が取り組みました。その結果をお知らせします。 
　本校は県平均を下回る結果になりました。 
          【 通過率 】　　　　　　　　　 〈よかった点〉 

〇　復習や過去問に取り組み，定着を図った。 
国語 社会 算数 理科 〇　キーボードのタイピング技能が高まった。 

〇　国語「知識・技能」　算数「図形」　　　 
県平均 64.6 61.8 65.6 65.0 　〈課 題 点〉 

●　国語「話すこと」「書くこと」　社会「農業」　 
本　校 60.8 56.7 61.3 58.7 　　理科「粒子」「生命」 

●　国語・社会・算数の記述式の問題 
県との差 -3.8 -5.1 -4.3 -6.3 ●　文意や図・表を正しく読み取れない。 

●　問題を深く読まずに解答し，見直しを怠る傾　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向がある。 
　年度当初，全教科通過率70%以上と目標を立てましたが。達成には至りませんでした。この結果を

受け，職員研修で結果分析を行い，当該学年だけでなく全職員で成果と課題を共有し，今後の学習指導
や教員の指導法改善に生かしていきます。 
 
　　小中一貫６・８交流会 
　2月1３日に小中一貫教育６・８交流会が川内南中で実施されました。これ
は，6年生と8年生（中学2年生）が中学校で交流を行う活動で，中学2年生
が各教科の授業を小学生に教えるという内容でした。中学校での授業に，子
供たちはいつもとは違う雰囲気の中，真剣な表情で学習に取り組みました。
この交流活動は，隈之城小の6年生と一緒に行われ，交流を通して中学校に向
けての意欲も高まり，気も引き締まったようです。 
 
               Let's　DANCE！ 
　２月19日と20日の昼休みを使って，ダンスクラブの発表会を行いました。
数人のグループごとにヒップホップなど，かっこいいダンスを披露してくれま
した。クラブ活動の限られた時間で練習してきたしっかり仕上がっていました。
観客の児童たちもノリノリで，フェスのような盛り上がりになりました。「自
分もやってみたい」という感想もありました。来年度，ダンスクラブを希望す
る子供たちが増えることでしょう。 
 
授業参観・学級ＰＴＡ 

　2月27日は今年度最後の授業参観でした。音読や楽器演奏や縄跳びなど，「でき
るようになったこと」の発表会を行った学級が多かったです。子供たちの頑張り
や成長を感じていただけたでしょうか。学級PTAへの参加もありがとうございま
した。特別支援学級のPTAでは，SSW（スクールソーシャルワーカー）の有村先生から子
供との向き合い方などについて御講話をいただきました。 

  
                       　　 予定です！ 

  
 　 
 　７日（月）　始業式・入学式 
２４日(月)　第7８回卒業式 　９日（水）　NRT学力検査（～14日） 
２５日(火)　修了式，離任式 １７日（木）　全国学力・学習状況調査（6年） 

　　　　　　ＰＴＡ送別会 ２１日（月）  学級PTA，特別支援学級開級式 

２８日(金)  ＰＴＡ三役・理事会 ２５日（金）　春の一日遠足（1・2・3・6年）


